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高精度嫌気チャンバーによりフェレドキシンを厳密に還元して異種核多次元 NMR 測定を行った。 
還元により、13Cα、13Cβ、アミドプロトンおよび αプロトンの化学シフトが[2Fe-2S]クラスターから 

3 方向に向けて連続して変化していく様子が明らかになった。この様子は栗栖研の X 線結晶解析によっ

て明らかにされた構造変化と見事に対応していることがわかった。
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